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　当科は、山梨県におけ
る高度専門医療の中核と
して、耳・鼻・副鼻腔・咽喉
頭疾患から頭頸部腫瘍ま
で幅広い疾患を対象に、
診療を行っています。特に
頭頸部癌に対しては、耳

鼻咽喉科単独での手術のみならず、形成
外科、消化器外科、放射線科などと密に
連携し、手術療法・放射線療法・薬物療法
を組み合わせた集学的治療を提供してい
ます。根治性を追求しつつ、嚥下・発声な
どの機能温存を重視し、内視鏡手術や経
口的切除術など低侵襲治療も導入して
います。
　また、難聴に対する補聴器診療や人工
内耳治療、慢性中耳炎や真珠腫性中耳
炎に対する鼓室形成術などの耳科手
術、めまい・顔面神経麻痺などの神経耳
科疾患の専門的治療、アレルギー性鼻炎
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や慢性副鼻腔炎に対する内視鏡下鼻副鼻腔手術、さらに
嚥下障害に対する誤嚥防止手術など、各領域で専門性の
高い診療体制を整えています。
　今後も地域の先生方との連携を一層強化し、迅速かつ
的確な診断と治療を通じて、県内の耳鼻咽喉科・頭頸部
外科医療のさらなる充実に貢献してまいります。何卒よろ
しくお願い申し上げます。

　　　

　山梨大学病院眼科は、
山梨県における眼科診療
の中核として、多くの紹介
患者を受け入れ、高度な
眼科医療を提供していま
す。「紹介が必要な病気で
も、できる限り県内の大学

病院で受診したい」という県民の皆さまのご要望に応えら
れるよう、全ての眼科診療分野に対応し、整備を進めてき
ました。現在では、山梨県内はもとより、長野県や静岡県
などの隣県からも多くの患者さんをご紹介いただいてい
ます。
　当科は、一般的な眼科疾患に加えて、
専門外来として、緑内障、網膜内科（加齢
黄斑変性、網膜静脈閉塞症など）、網膜外
科（網膜剥離、黄斑円孔、網膜前膜など）、
角膜（水疱性角膜症、ドライアイ、角膜潰
瘍など）、糖尿病網膜症、斜視弱視（外斜
視、内斜視など）、涙道（鼻涙管狭窄症）、
ロービジョンなど、あらゆる疾患に対応し
ています。

　手術件数は年々増加しており、2024年には約1,400件
に達しました。一方で、手術待機患者数も多く、白内障手
術は10か月以上お待ちいただく状況が続いています。そ
のため、2022年5月より、日帰り手術を開始し、より早く手
術を受けることができる環境を整えました。また、2026年
3月から輸入角膜を用いた角膜移植を開始し、待機期間が
大幅に短縮され、これまで数年待つ必要があった手術を、
現在では、数か月以内に受けられるようになりました。
　これからも地域の患者さんのニーズに合った医療を
提供できるように、日々の診療に励んでいきたいと思い
ます。

　　 　リハビリテーション部
は、現在、理学療法士22
名、作業療法士7名、言語
聴覚士5名で構成し、入院
中の患者さんへ早期離床、
早期退院、廃用防止を目
標としたリハビリテーショ

ンを提供しています。
　当部には、多くの診療科から処方が届きますが、昨年度
の診療科別新規患者数は整形外科が最も多く、次いで、
循環器内科、脳神経外科の順となっています。近年は、
循環器内科や心臓血管外科からの心臓リハビリテー
ションの患者数が右肩上がりに増加し、入院中のみ
ならず、外来においてもリハビリテーションを継続す
ることで患者さんの体力増強、社会復帰に寄与して
います。
　また、当部の新たな取り組みとして、肝疾患セン
ターのイベントにおける体操の指導や、産婦人科の患
者さんを対象とした女性特有の痛みに対する運動療
法など、新たな分野でのリハビリテーションを開始し
ました。さらに、産学共同プロジェクトでは、転倒防止

を目的とした歩行補助具の開発を行い、特許（特許第
7713606号）を取得しました。
　今後、リハビリテーションに求められる社会的な需要は
「入院患者に対するより、早期に集中したリハビリテーショ
ン介入」「急性期～回復期～地域移行まで一貫したマネジ
メント」であると考えています。現在も早期リハビリテーショ
ン介入に向け取り組んでおり、今後もさらに推進できる体
制を整備してまいります。また、急性期病院から患者情報
がスムーズに共有できるよう地域連携の強化や、リハビリ
テーションが必要な患者さんへの週末や祝日に対応でき
る体制の構築を進めてまいります。
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　東部地域医療教育セン
ターは、国立大学法人山
梨大学と大月市との包括
的連携協定に基づき、東
部地域における持続可能
な医療の提供と教育体制

の構築を目的として、令和5年2月に開設されました。
　榎本センター長を含む専任医師の3名体制により、クロ
スアポイントメント制度などを活用し、当院から専門医を
派遣しながら、大月市立中央病院の外来機能の充実・強
化に取り組んでいます。地域の先生方におかれましては、
専門的な検査や診療が必要な際には、ぜひ大月市立中央
病院へご紹介ください。大月市立中央病院が窓口となり、
当院各診療科との連携を活かし、迅速かつ円滑に高次医
療へつなぐ体制を整えています。
　また、地域医療研修の拠点として、内科、消化器、循環
器、外科、透析など多くの学会認定施設・指導施設の認定
を取得し、充実した指導体制を備えています。研修医や学
生は、地域医療の現場で患者さん一人ひとりと向き合い

ながら、実践的な知識と技術を学んでいます。
　今後は都留市立病院との消化器外科分野における連
携をさらに深め、東部地域全体の医療機能の充実に努め
てまいります。地域の先生方との「顔の見える連携」を大切
に、安心できる地域医療の実現を目指します。
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「東部地域の医療の砦」として、大学と地域を繋ぐ架け橋に
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